
『いきもの六法』 480.9-イ （一般書）

山と渓谷社いきもの部 編 山と渓谷社
『ふくしまのおかず』AL/596/ハ （地域資料）

服部 一景 著 開港舎

副書名は「郷土の食材と料理」春夏編です。福島

県の郷土料理、給食などでなじみのある料理のレシ

ピ、県内に住む人や働く人へのインタビュー、景色

の写真と、魅力たっぷりの1冊です。

著者の服部一景さんは、この本のインタビュー、

写真、食材の水彩画イラストなどを一人で手掛けて

いるそうです。現在12の県を出版中で、福島県は

内容が多いため、2冊に分かれています。

福島県の食紀行を楽しみ、市町村の概要を目にし

と、どこから読んでも楽しめます。郷土料理「カツ

オの揚げ浸し」と、給食で人気の「揚げしそ餃子」

「ツナ飯」レシピは特におすすめです。

この本はタイトルから想像できると思いますが、

生き物の取り扱いに関する法律について解説してい

る本です。「文化財保護法」や「種の保存法」など

の法律や地方自治体が定めている条例が、生物をど

のような行為から守っているかを知ることができま

す。

また、野生生物を飼育・購入する際に注意する事

項についてもまとめてありますので、今後、飼育・

購入予定がある方には参考になると思います。

これからの季節、自然に触れあう機会が多くなる

と思いますが、生き物と法律の関係についても考え

てみるのも良いのではないでしょうか？

いわき市立図書館は、国立国会図書館が運営する「レファレン

ス協同データベース事業」に参加しています。

このたび、当館の登録レファレンスの被参照件数が265,476

件と多数であることなどが評価され、１０年連続で国立国会図書

館長より御礼状をいただきました。

レファレンスサービス（質問回答サービス）で調査・回答した

事例は、本データベースに登録していて、登録事例は、インター

ネット上で誰でも見ることができます。

これからもレファレンスの充実を図って

まいりますので、調べものでお困りの際は、

お気軽に相談カウンターへお越しください。

『らんらんランドセル』 緑-E-モ （絵本）

モリナガ・ヨウ 著 めくるむ

１年生から６年生まで、ずっと一緒にすごす大事

なカバン「ランドセル」は、世界中で日本だけにし

かない特別なカバンです。

この絵本では、生地が作られるところから、ラン

ドセルの形になって届くまでを紹介しています。

約200個の部品を、手作業も多くある工程で丁寧

に組み立てて作り上げているのだそうです。「ずっ

とつかうので すごくじょうぶです。」の一文に思

わず納得です。

この絵本を読んだ後は、ランドセルをもっともっ

と大切にしたくなるのではないでしょうか。

『大人になるってどういうこと？』 T-324-ジ

（ティーンズ） 神内 聡 著 くもん出版

2022年４月１日施行の民法改正により成年年

齢が20歳から１８歳になりました。

これにより１８歳になると、自己の責任の下で

様々な契約の締結、国家資格の取得等ができるよ

うになります。

本書では、未成年から成年になることで生じる

事について、事例を挙げながら説明しています。

成年年齢の引き下げに伴い、消費者被害の拡大

も懸念されていますが、正しい知識を身に着け、

家族で話し合う機会にしてみてはいかがでしょう

か。

おすすめの本紹介
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４階展示 ５階展示 ビジネス展示 健康・医療情報展示

810,00

16日～30日 もうすぐ夏本番 夏じたく あしたはきっと 降り暮らす 写真の本

文豪の素顔に迫る 男女共同参画 事業承継 発達障がい

 1日～15日 あした天気になぁれ 食
いつもとちがうジャ
ンルを読んでみよう

2021年内郷図書館
に入った本

海の豊かさを守ろう
SDGs GOAL14

（生活・文学のﾌﾛｱ階段前） （歴史・科学のﾌﾛｱ階段前） （歴史・科学のﾌﾛｱｶｳﾝﾀｰ前） （健康・医療情報ｺｰﾅｰ）

10 素敵な日本人 東野　圭吾 光文社

さよならの儀式 宮部　みゆき 河出書房新社

8 流浪の月 凪良　ゆう 東京創元社

9 魔力の胎動 東野　圭吾 KADOKAWA

6 52ヘルツのクジラたち 町田　そのこ 中央公論新社

1 マスカレード・ゲーム 東野　圭吾 集英社

8

7

講談社

青山　美智子 PHP研究所赤と青とエスキース

2 心淋し川 西條　奈加 集英社

1 希望の糸

6 奇跡 林　真理子

そして、バトンは渡された

透明な螺旋 東野　圭吾 文藝春秋

2 同志少女よ、敵を撃て

中央公論新社9

10 黒牢城 米澤　穂信 KADOKAWA

7 もう別れてもいいですか 垣谷　美雨 中央公論新社

逢坂　冬馬 早川書房

5 クスノキの番人 東野　圭吾 実業之日本社

4 きたきた捕物帖 宮部　みゆき PHP研究所

3

(令和4年4月末現在) (令和4年5月23日現在)

順位 書　名 著者名 出版社 順位 書　名 著者名 出版社

東野　圭吾 講談社

4 52ヘルツのクジラたち 町田　そのこ

3 白鳥とコウモリ

中央公論新社

三千円の使いかた 原田　ひ香

東野　圭吾 幻冬舎瀬尾　まいこ 文藝春秋
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貸出 TOP 10 予約 TOP 10

展示テーマのお知らせ（6月）

いわき総合図書館

図書館くらしのセミナー開催しました !!

小名浜図書館 勿来図書館 常磐図書館 内郷図書館 四倉図書館

第１回図書館くらしのセミナー「スマホやデジタル機器の子どもへの影響と対策」

４月24日（日）、いわき総合図書館４階学習室で「第１回図書館くらしのセミナー」を開催しま

した。セミナーは、「市電子図書館」の昨年12月のオープンにあたり、子どもたちを取り巻くICT

環境による弊害や、子どもたちへの影響を学び、対応を考える内容となっております。

・GIGAスクール構想の端末の能動的な活用方法と

その能力を養うことの重要性

・ネットメディアリテラシーを学ぶことの重要性

・子どもたちの身体（健康）への影響・ネット依

存の対策

・SNS上で起こるトラブルの様々なデータ分析

・ネットの危険から子どもを守るための方法

・情報化社会で忘れてはいけないものについて

講師の医療創生大学心理学部教授の中尾 剛 先生

から、次のようなお話を伺いました。

受講された皆さんから、「親子で学ぶことが大事

だと痛感した。」「大人の私が学ぶことがたくさん

ある。」などの感想が寄せられました。
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